
7.会員寄稿集

(Jだるまの活動に参加して

● F活動から感じられた・・・ いろいる」

池田邦 8召さん (会員番号 :O02横浜市緑区)
<その 1:談義はどうして実現されたか>
継続は力、200回近く
毎月談義の会が開催され

たのは,ひとえにだるま

のネットワークと思いま

す。そんな中でも第1に

荏本先生の様々な専門家

との繋がり、第 2に FMすパサの山田美智
子さんやだるまの多様なネットワークのお

かげで続けられたと思います。

多主済々の会員の
LEL様からの様々な活動提

供に、時には皆様も意外な人達の談義の会

にびっ<りされたことと思います。

荏本先生のネットワーク、佐藤孝治先生・

北原糸子先生 (神奈川大学)や力B藤孝明先
生 (東京大学)・ 岩楯倣広先生 (都立大学)

及び中林一樹先生 (明治大学 )、 行政関係の

杉原氏・上原氏・荒巻氏の諸氏、ジャーすリ

ストの中川氏・渡辺氏、土木学会の田中氏・

山本氏等々まだまだ上 |ずたら限りがありま

せん。

<その 2:防災力向上の鍵は女性の力 !>
だるまの永年の活動の中心に常に女lltの

活躍があり、防災力向上の鍵は女1性の力を

いかに活かすかにかかっていると思います。

横浜市男女共同センターが企画した「わた

しの防災カノート」に多少なりとも協力で

きました。今後もヨ|き続き女性の力を活か

す活動が求められると闇います。

<その 3:故人が天国から応援>
上原さん (だるま顧間)の紹介で入会い

いただいた元神奈川県警本部長の故渡邊巧

さん (会員番号 :080)、 元横浜市消防局音

楽隊の指揮者であった故北原辰郎さん (会

員番号 :017、 横浜市緑区)には、それぞ
れ行政との橋渡しをしていただきました。

」―DAGが 相模原で/AN式に認められた背
景には故加藤清さん (会員番号 :092、 神

奈川県相模原市)が行政との上台作りに貢
献されました。

●「だるまに入会して 今思うこと」
伊東幸保さん

(会員番号 :005横浜市神奈川区)
私は町会で約 13年 FB5、
地域の防災活動で頑張つて

きました。しかし、初めは

防災に関する知識がなかっ

たので、荏本先生や池田さ

んを始めだるま会員の皆様

から幅広い知識などを体験させて頂き、町

会に反映するように頑張りました。

最近では、私は年を取り昔のような働き

をすることが出来な<なりました。しかし、
町会の自主防災部には、若い方

～
が残り、

新しいメンバーがカロわったりして、防災活

動を続けようと努力しています。

だるまの活動も変わつてい<と悪います
が、これからの活動を心より応援したいと

思います。

● Fお世話になりました」 菊地利子さん

(会員番号 :018横浜市神奈川区)
荏本先生には、町会での

防災講演や、ゼミの生徒さ

んたちに手伝つていただ

き、まち歩きをやワークシ

ョップをし、みんなで町会

の MAPを 作るためいろいろ助言をいただ
きました。

地域の防災力向上に役立ち、とてもお世

話になり感謝しています。

●「これからも期待に膨らませています」
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添田睦子さん

(会員番
=028 

神奈川県平塚市)

振り返れば先生には多<のお導きを頂い

導をいただきましたが、さ ―■■■‐‐ ‐

りげない先生の言葉にどれ 1111 =■
ほどヒントを頂いたかしれません。

これからも先生の知識とご経験で、私た

ちにたくさんの気づきを与え下さることを

楽 しみにしています。

●「先生の魅力にひかれてJ高松清美さん
(会員番号 :030 横浜市南区 )
だるまに入会したのは何

時だつたか忘れてしまいま

したが長い間所属している

と思います。

この会に居ると情報や

防災に関わる勉強が出来

て、大変役に立ちました。その理由は荏本

先生の存在が大き<、 先生の人柄が穏やか

で温かいから続ける事が出来たのです。

2021年度の養成講座の担当となりまし
たが、新型コロすウイルス感染症のために

オンライン講座となり、つまでの会場講座

とは違い初めての挑戦でした。

なれない開催でしたが、先生のサポート

と電出さんの協力により無事に終了する事

ができ、改めて先生の存在の大きさを感じ

ました。

●「心を残して」 故田中伸三さん
(会員番号 :032 神奈川県大井町)令夫人
田中は生前、先生のお人柄に′b酔してお

りました。

退職の際は、何かお役に立てないかと常

日頃から申しておりましたが、思うように

動けない病身の身で歯痒い思いをしていた

様で した。とても残念です。

夫・□中伸二、享年八十五才 2020年 12
月に旅立ちました。

●「百間は一見に如かず」 中島光明さん
(会員番号 :036 横浜市緑区)

振り返れば、荏本先生に導

いて頂いた 15年間の防災
市民活動で した。

イ肩↑品戴遷∫留三肇〒彗曇
時発起人 4名の―員として

11・  111 111

スタートしました。

この間、防災に関するソフ ト面の重要性

が言忍識されるような社会情勢の大きな変化

がありました。

・先生の人脈を活用し、 トップクラスの防
災専門家からレベルの高い防災矢□識を吸収

させていただ<ことができたこと。
・激甚災害の被災地を訪間し、現地で直視

できる被災実態から、多<の学びを得るこ
とができたこと。(阪神淡路大震災、東日本

人震災、広島土砂災害、真備町大水害、福島

原発事故)

・活動を通し、熱い闇いの仲FE35といろいろ

な意見交換ができたこと。

また、情報が,巳濫する現代において「その

質を科学的に判断し、理性的に行動する」

という危機管理の者え蔵を学びました。

そ して市民活動においても「組織運営

(Management)」 が不可欠であることを

再認識しました。

東日本大震災より 1か月前にニュージ
ーランド南島、クライス トチャーチ周辺

で、死者 185名 (日本人留学生 28名を
含め)の大震災が発生しました。2011
年 12月に被災中心地を視察し、先生の紹
介でカンタベリー大学地震学者にインタビ

ュウーする機会を得ました。(だるま HP
に掲勒
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● F賛成講座受講からスタートしました」

森 清―さん
(会員番号 :041 神奈川県秦野市)
私が「防災塾・だるま」に入会したのは、

2006年の第 1回目の賛成講座の終了後で
す。この時の会員は倉」設期の方をいれて 3
0名でした。それから15年活動させてい
ただきました。

我々会員が、それぞれ県内・地元の防災

団体・ 自治会で活動している方が大半でし

た。そこで養成講座・談義の会を通じて会

員の講習会での講師としてのスキルを身に

着けることとスキルアップを図ることを目

的に、会員の防災への取り組み方・考え方・

ゲーム等を、賛成講座を利用することによ

り普及することになりました。

長いFB5われわれ・我儘者の面倒見て<だ
さりありがとうございました。

●「だるまの活動を振り返つて」

森下 岡」さん
(会員番号 :042 横浜市緑区)

2006年横浜市緑区住
民数人が中心となって E/t

災情報の共有イヒと人的ネ

ットワークの構築を目的

として会を立ち上げまし

た。

毎月 1回の定例会の開催、談義の会・養
成講座・出前講座を開催しました。そして

各地の防災講演会、セミナー、ワークショ

ップ、自治会・町内会など一般市民の防災

関係者や大学・行政機関・企業・研究者など

の交流の場として活動してまいりました。

また各種イベントヘの参力0と地域防災活

動への協力、震災被害者との交流 (ネ申戸、中

越、東北)にも力を入れました。
大丼町で実施した研修会には、多数の住

民が参加されて実践的な地域の課題を討

議・検討され、研修終了後は新しい組織が

立ち上がり大きな成果を上 |ずておられま

す。

だるまは情報の共有イヒと人的ネットワー

クの構築を目的としていろいろな活動をし

てまいりましたが、これからも多<の住民
が防災・減災に向かって協力しあいながら

活動していきたいと思います。

●「先生との焼き鳥屋談義」白田克雄さん

(会員番号 :048 横浜市南区)
だるま会員の中では、個

人的には先生との交流は少

なかったと悪います。

2000年代はじめのある
時、打ち含わせの帰りに、

焼鳥屋での「悪い出談義」をいたしまし

た。その折「NPO法人でもない団体は、
ゆる<組織を動かしてい<ことが、存続し
てい<ためには必要だ。」と言われたこと
がつでも印象に残っています。

活動を通して行つてきたことは、関東地

万の「建築士会の防災ワークショップ」を

10回、その他団体からの依頼を受け数回
の講浄 ワークショップを行いましたが、

活動報告は「だるまホームページ」に種々

掲載させていただきました。

また、荏本先生に触発され、防災関係の

お役立ち資料として『防災クイズ集』・

『防災用語集』・『地域防災拠点運営マニ

ュアル』等々も作成しました。 (だるま

HP参照)
そして「束」激を受け自分にどう生かすか

は、個々の本人のFcD3題ですね。」

「皆さんのお役に立つか立たないかは相手

が決めることですね。Jと思っています。
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具F話穏 Z亀5.遼
麗翼署種馨昌冒十撃偏彗は|1頸
れの地域に活かせるように、緩やかなつな

●だるまは「市民と共に七転び八起き」

田中喜世美さん

鯰 員番号 :050 横浜市神奈川区)
晰 災塾・だるま」は、

「人的ネットワークによ

産宮学民の鐸尺たる人達が一緒になって対

等に議論し、日吉に飲んで不□気あいあいとで

きる鵬 災塾・だるま」のような存在は、他

には聞いたことがありません。

ボランティアの4原貝」として

① 活動の目的が明確なこと

② 活動が楽しいこと

③ 達成感があること

④ 活動を社会から認められていること

がありますが、「防災塾・だるま」はそのす

べてを満たしており、加えて有志による調査

旅行で寝食を共にし、とことん語り合えるこ

とも楽しみの一つです。

こうした活動は、荏本先生のお人柄によっ

て成し得られたことだと思います。

●「全国でもめったにない貴重な活動」

山田美智子さん

(会員番号 :055 神奈川県平塚市)

1」いた12趙 由
霧Z涯亀思お冒軍F々 、1鰊 .
雑雪だ討示3軍轟曇蔦ぽ颯 1
大学を拠点に、まるで若い学生のような気

分で多彩な防災活動が出来たことを心から

感謝 したいと思います。

大学の先生との期限が限られた単なる

プロジェクトではない 肪 災塾 0だるま」

ような存在は、全国でもめったにない貴重

な活動だと誇りに闇います。

自劣の地1或に戻つてだるまでの活動を活

かしてい<こともできました。 肪 災塾・
だるま」を t・ lかに発展させていけるか荏本

塾長と皆さんで議論も積み重ねてきました

が、これからも名誉塾長として会のために

電山新塾長とともに尽力して下さるとのこ

とで大変心強<思い、期待しています。

つはまだ CO∨ID-19禍ですが、また皆

がりの中で、お互いに負担がな<自然に防

災意識を高め活動をする “のが目的。

被災地をめぐつてみんなで話し含ったり、

検討をしたり、学校防災にも参加・協力し

たり、それぞれの地域貢献になるようにと

いう、先生の熱い用いの結果ではないかと

思つています。

今回、談義の会のチラシやカレンダー 0

年表などの整理をしながら、まさに「市民

と共に七転び八起き」そのものと思いまし

た。

荏本先生の国内タトの被災地視察や、数多

い講演の膨大な資料は簡単に纏められるも

のではありません。長い時間をかけた、素

晴らしい研究と活動の奥深さを感じさせる

ものでした。

編集に携わり荏本先生への感謝の気持ち

でいっぱいです。

●「ボランティアの原貝」を満たした活動」

片山 晋さん
(会員番号 1058 横浜市磯子区)

自分の趣味信条に含うボ

ランティア団体での活動は、

役所や企業のように上下関

係やノルマも殆どな <、 団

体の理念に沿って同じ信条

の仲F83と一緒になって、楽

し<者え議論し、楽し<実践行動しながら

社会貢献してい<ものだと思います。
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で被災地を訪れ自分たちの目で見て、なぜ

被害が発生し対策はどうすれば良いか、者

えていきたいと願つています。また市民に

役立つ具体的な取り組みをどう発信してい

けるか今回の記念誌を皆さんに読んでいた

だき「宝もの1として活用していけるので
はないかと思つています。

●「池田・申島さんと荏本先生の連係プレ

ー」 田中 晃さん
(会員番号 :063 横浜市緑区)
池田さんの 談義の会講師や情報を探す

パワーはどこから生まれてきたのだろう

か?
もしかする

と企業時代生

保でのリスト

ラがその源泉

なのかもしれ

なしヽ.

毎月の講師依頼は大変な作業だつたと思

う。抜けも出ず、おネLを自作の陶磁器で済

ます度胸。

一方運営の仕事は中島さん、付近に住ん

でいて池田さんの話を聞いてあ1ずたのだろ

う。衝突もなくよ<続いたものだ。新しい
だるまも新しい組み合わせで変わつていく

事だろう。

●「だるまで得た知識と人脈」

佐藤忠文さん

徐 員番号 :064 横浜市金沢区)
私が入金したのは 2009年 5月 (退職し
た 1年後)で した、2011年には理事とし
て運営に参加、翌 2012年からのホームペ
ージ立ち_Lげ・運営にも参力0しております。

2020年 |こ都合で退会しましたが在籍申は
荏本先生を始め会員の皆様には大変お世話

になりました。

だるまで得た矢□識・人脈は、地元の防災

活動に活用させていただいております。

●「知識を活かすIIl恵」  樋□ 誠さん
(会員番号 :091 横浜市緑区)
だるまには知識を活かして行動に移す

「知恵」があり、携わつ

てみると、段々その魅力

や面白さに慧かれてい

くのを感じます。

「自分が楽しめて人

の役に立つ活動Jを目指

す、自分の性に含つているなと思います。

これからも好奇心を原動力にして、楽し

みながら色々な課題に取り組んで行きたい

と思います。

●「―進一退の継続」 吉開糞理子さん
(会員番号 :116 1_t浜市緑区)

だるまの例会や談義の会には,別件と重
なりあまり参加できていませんけど、参力B

する事により、防災に関す

る情報や知識を得ること

ができ、魅力ある会だと思

います。

この度、編集委員の一員

として携わらせて頂き、

15年の活動を垣間見る事ができて、沢山の
褒美を頂きました。

●「J一DAG相模原版J 小嶋 洋さん
(会員番号 :129 ネ申奈川県相模原市)
皇008年 に行わ
れた街中での防災

郡‖練で、訓1練参加者

にご迷惑をお掛け

した時 鮨 導者側の

知見不足が原因)に、「J―DAG」 の存在を

思い出し、2009年 4月に相模原市内で初
の「J―DAG」 を体験させていただきました

(だるまの金面協力)。

―-36-一



その後、参加者から「街中防災訓練を簡

単にイメージ出来れば」という意見を頂き、

指示書の書式を変更して、会場に災害現場

を掲示するなどの独自のアレンジを加えま

した。

さらに「J― DAG」 の手法を避難所運営訓

練に応用し、具体的には訓練項目の立上げ

順番に含わせて指示書を作ることにより、

7～ 8人程度の少人数でも効率良<、 従来
の約半分の時間で、必要最小限の機能を持

つた避難所が立ち上がる手法も誕生してい

ます。

●「先生は地域の宝です」松村みち子さん

(会員番号 :167 東京都大田区)
初めて荏本先生にお目にかかったのは、

2015年 11月大井町で
開催された「ボランティ

ア・フェスティバル」の会

場でした。

「大井町防災まちづく

りの会」のメンバーが、荏
毎

本先生に出会える機会を作つて<ださった
のです。

土木工学を専攻し安全安′bなまちづ<り

をテーマに在野で研究を続けてきた私にと

つて、先生が作成された「微地形区分図」や

「地盤増幅率図」は衝撃でした。

地道なデータ収集に基づいたこのような

図こそが、揺れやすさマップの公表へとつ

ながり、科学的に地震対策を進める上で本

当に大切だからです。

先生の素 0青らしいところは、こうした地

道な研究に力0えて「談義の会」に代表され

る防災まちづくり活動を拠点として続けて

こられたことです。荏本先生は、間違いな

<「地域の宝Jです。
このような先生の姿勢と人柄にも引かれ

て、私も「防災塾。だるま」の一員に加えて

いただきました。

これからも先生を人生のお手本として、

私も微力ながら研究やまちづくり活動に取

り組んでいきたいと闇っています。

12)被災地か ら得た こと

●「東日本大震災の現場を見て思う」

伊東幸保さん

(会員番号 :005 横浜市神奈川区)
会に入会して 15年、一番印象に残った
のは、2041年 3月に起こった東日本大
震災でした。津波にのまれ、多<のんが家
や命を失つたことでした。

その時は、津波を避けるために係留して

あつた多<の船が、大津波のために、防波
堤のタト壁を乗り越えて一般道路に落下し、

町中の住宅街や道路になだれ込み、多<の
車等があちこちにぶつかりながら、ものす

ごい勢いで流されていました。

現地で被災された浦部さんも横浜に避難

されていて、被災時の大変だつたお話を間

きました。山田町出身の佐反木さんも実家

が被災し、支援に大変苦労されたようで

す。

その佐投木さんの案内で、被災から 1

年後の 2012年 3月 に被災地ツアーが実
現しました。

現地は、被害があまりにも大きく見渡す

限りの広い地上或の無残さに驚愕しました。

津波に襲われたビルは瓦礫とイヒし、一般

住宅が建つていたところは、土台だけ残し

てすべて流されて何もない状態でした。

あれからもう 10年。家が亡<なった方
は、新たに新築するなど国の援助を受けな

がら取り組むことはい<らでもあると思い

ます。遠<の身内を頼りに移り住んだ力も
いて、町としての人□が大幅に減ってしま

つた。しかし復興のための支援は、心より

応援したいと用います。

1

大川小学校
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●「だるまの果たした役害」など」

植出利8召さん

(会員番号 :007 川崎市川崎区)
現在の政治とマスコミの劣イヒに起因する

が、新型コElすウィ

ルスのF・5題について

も、世界的に見て日

本の対応の稚拙さが

際立つています。

ましてや「防災」に関しても、世界的に

温暖イ朧 み、日本に至っては、毎年のよ

うに、台風や豪雨水害に遭遇し、日本中の

国土が痛み、被害が拡大しているにもかか

わらず、「国主強靭イじ」と言いながら対策

は後手後手で不十分の極みです。

その中で、大学が地域に開かれ、荏本先

生を軸にした 肪 災塾・だるま」は、貴重な

日本の進むべき「みち」を示してきました。

実際に現場に行って、自分の日で観察し・

研究する、という実学の精神を一般にも広

げ、20数年にもわたり、31き継いできた成
果と言えると思います。

特筆すべきは、阪神・淡路大震災以降、毎

年 1月慰霊のため、神戸市を訪間する過程

で、繋いだ被災地域への調査や研究団体の

見学と交流、市役所の担当者との交流など

を毎年繰り返したことです。

あるいは、神戸から講師をお招きしての

交流もあり、毎年のごと<新しい企画を立
てて、繰り返し実施されてきたことは大変

有意義なことでした。

また他にも、ヨーロッパ・ 中国の四川地

震や東北の 3.11以降も、荏本先生や佐藤
先生は何度も現地へ行かれ、その報告会も

開催されるなど、貴重な記録と教訓が残さ

れています。

今後とも、大学と地域をつないで、しか

も科学的な見地を大切にして、後継者を育

成することを職 災塾。だるま」の使命とし

て、頑張つていただければと願います。

●「被災地ツアーの思い出」」ヽ原 茂さん
徐 員番号 :016 横浜市磯子区)
だるまのスタートから参DElさせていただ

き貴重な経験をいたしました、なかでも 2
度の神戸と三陸海岸の旅は、忘れられない

悪い出です。

今は 2年前病に倒れ、活動に参力0できま
せんが、歩けるようになって復帰を目指し

て頑 3長つています。

●「東日本大震災被災地ツアーの想い出J

長沼重雄さん

(会員番 :056 横浜市栄区)
だるまの皆さんとは 12年前、ギャザリ
ングに立ち寄つたのが最初です。 フL/ン
ドリーで即入会しました。想い出としては、

2012年 3月東日本人震災 1周年企画「被
災地をめぐるJに参加させて頂き荏本先生
のお人柄が好印象でした。

●東日本大震災直後の被災地調査の悪い出

佐々木義雄さん

(会員番号 :096 横浜市緑区)
2011年 3月東日本大震災が発生、
テレビで見る故郷着手

県山田町は表現できな

いほどの悲惨な情景で

した。

2週 FB5程で道路が補
修され啓開となり、故

郷への道が高速バスで可能になりましたの

で、3月 星9日から2週間 (1回目)、 2回
目は 4月 24日から8日間を被災した故郷
に帰郷しました。

この言語に絶する故郷の実情を「専門家

の目に圏めていいただきたい」との懸いか

ら、横浜市緑区の池田さんに相談し、2011
年 4月神奈川大学チームの現地調査が実現
しました。

4月 8日荏本先生、佐藤先生、松田先生、
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大学院生 3名と現地で含流し、津波で床上

浸水した実家にて調査の打含せを行い、山

田町の被災状況・ 573潮 liの破壊状況から調

査が始まりました。

山田町視察の後 2班に分かれ、荏本先生
班は 4月 9日から「宮古市～田者～ス慈市
方面J、 佐藤先生班は「山田町以南の大槌町

～鵜住居～釜石視察」が続きました。

横浜に帰宅後の 5月、荏本先生と私が講
師となり講演会「がんばれ日本 l東日本大

震災の現地レポート」を緑区役所で開催し

ました。

その講演会に、大震災被災者の浦辺利広

さん夫婦 (山田釘から横浜へ避難)が参加
されており、そして浦辺さんの「生々しい

津波被災時の体験談」が横浜市緑区で実現

しました。

この体験談は皆さんの心に深く訴えるも

のがあり、その後多<の要望から、浦辺さ
んは各地で 100回を超える講演を続けら
れました。

これからも、自身の生涯学習の学びの場。

伝える場として「だるま」で活動を続け、

10年後の故郷山田町のまちづ<り状況も
伝えて行きたいと思います。

● F山田町の浦島太郎」  浦辺利広さん
(会員番号 :100 岩手県山田町)
東日本人震災、3・ 11,

2時 46分以タトのこと
は、覚えていない訳では

ないけれど、いろんな事

があったしありすぎた

なあ・・・

震災から約 1か月後に1土事を求めて家内と

2人で横浜に避難しました。私達は生まれ
て初めてハローワ…クに通い、希望の1土事

を探す間、役所とか図書館などで情報を求

めていました。震災で一番欲しいと思つた

のは何でもない情報です。図書館に毎日通

い、大手新聞社の片隅に、緑区役所で開催

される講座の案内が出ていました。菊名に

住んでいた私達の所から近いので家内と 2
人で出かけました。スペインの視察からj需

つたばかりの荏本先生のエビス顔のお姿は

つでも忘れません。

世界の災害と色々なお話をされたが正直

心には入つてこなかつた。F先生 /世界じゃ

融                ゝ

息二塁量量の虚嵐立奎上がるL塁二重セニ
塁撻いの二上を教えてほしかつた。当日寺そ

れが私たちのすべてだつたのです。

そして、講演会の後半に「故郷の被災現

場を見てきた主催者のひとりJからの報告
があり、それを聞いて「愚痴つたことJをつ

も覚えてい積す。

私の話をどのように聞いていただけたか

はわかりませんが、その後私は「防災塾・だ

るま」に入会し、そして私自身が請われて

講演を5年間 継続しました。
荏本先生とだるま会員の皆さんには数多

く教えられ、世界の災害、地球の変イヒ、各地

の状況などを学びました.

あの時から 10年、そして田舎に戻つて
丸5年、お蔭様どうにか生活も落ち着いて

きました。神奈川の皆様にも活用いただけ

る、小さいながら避難小屋も造りました。

先生には我が家に何度も足を運んで頂き

ました、有難いことです。この新型コロす

ウイルス感染症禍で 2年程お会いしており
ませんが、先生のエビス顔とまたお話をさ

せていただきたい。

最後に F自助、自動、自動」と聡 謝、感謝、

感謝」です。

●「私と防災塾・だるま」石丼榮一さん

(会彙番号 :106 神奈サ|1県大丼FII )
一番ED象に残っているのは、東日本人震

災、石巻・女川・雄勝その惨状が目に焼き
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付いてしヽます。その申においても、大り|1小

学校の千葉校長の言葉は自分の人生にも影

響を与えた、重い話でした。このような貴

重な経験させて頂いた先生やだるまの企画

運営は何物にも替えられない体験でした。

東日本人震災以後各地において、大きな

災害が起きているにもかかわらず、自分の

財産・生命を守ることに対し、ほとんどの

方が全くの無関iいとしか言いようがない状

況です。もしもつこの瞬間に断水・停電・

大地震あっても準備等、心がけがあれば慌

てる必要もないし、次の一手(生命・財産)

を打てるのにと残念でなりません。

自分でも、l101を求めようとしているかわ

からないが、毎年石巻～山田町を5回ほど

訪F・5し、その地域の方の話を闘けば闘<ほ
ど何故という疑Fo3が残ります。諺には「喉

もと過ぎれば熱さ忘れる」「災害|ま忘れた

ころにやってくるJがあります。
東北もうでも自分の気持ちの整理がつく

まで続けて行きたいと思っています。

一寸先は闇、この言葉を胸に秘め人生楽

し<明る<前向きに進んでいきたいもので
す。

●「1.17神戸の集い参加から20年」
小林秀樹さん

鯰 員番号 :127 神奈り|1県開成町)
‐
l‐Vで毎年阪神淡路大震災を祈つてきま
したが物足りず、現地での「19年目の1.17
の集いJに初参カロし、鎮魂をささげ減災・防

災への気持ちを確かめてきました。

その朝大イベント会場は、空からビルか

ら周囲/olらの報道の列、犠牲者への鎮魂の

祈り、災害予防への誓いなど、薄明りのざ

わめきの中で整然と進行していました。

午後は市内の還構を巡りましたが、広い

エリアだが力強い復興の成果を感じまし

た。市民公園、運動広揚、住居地区、共用広

場、避難所、住所表示などここから生まれ

た施設や新しいロゴも目立つ、一つ一つが

犠牲から生まれた復興の証しでした。

鉄通、水道、電気などインフラの災害遺

構を目の当たりにし、港に来ると断層が□

を聞いたままのメリケン波止場の一角が残

されていました。断層による大地の自然破

壊力に圧倒されましたが、ここでも桂本先

生は現地現物から学ぶ防災力をE口象深く述
べられていたことを思い出し意す。

偉)地域での活動

●「かながわ・よこはま防災フ_Eア ~J

森 清一さん
(会員番号 :041 神奈川県秦野市)
2009年当時の横浜市危
機監理監であった上原さん

(だるま顧F03)に お願いし

ました。

「阪神淡路大震災」を忘

れないために「かながわ災

害ボランティア」が主催をし

て毎年 1月 に開催 している

「随災ギャプリング」に、消

防署と協働して防災訓1練を兼

ねた催しのことです。

上原さんは、当時の磯子消防

署長の荒巻さんを快 くご紹介下さ り、

2010年 1月に磯子消防署で初めての防災
実技訓練を実施できました.翌年には荒巻
さんが神奈川消防署長になられ、その縁で、

5月に横浜市民防災センターで毎年開催を

続けています。

●「お幸せを願う」  山口章さん
(会員番号 :04 横浜市緑区)
2001年に最後の拠り
どころとして横浜市緑区

自由にヨ|っ越してきて、自

治会長をlf8せ つかり、

2014年に連含自治会長,
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地域防災拠点会長を弓|き受けました。

全<大変でしたが、同じ自治会の池田さ

ん (002)に「だるま」を紹介いただき入
会しました。そして荏本先生や会員の皆さ

んにお目にかかり、当地区の「防災拠点」の

防災力を高めることが出来ました。

●「だるまに導かれた地域活動」

田中喜世美さん

除 員番号 :050 横浜市神奈川区)
2008年 3月に名古屋から横浜に来て、
区役所で紹介されたのが「防災塾・だるま」

でした。

荏本先生や北原糸子先生の講演を聞き懸

動し、4月から「談義の会」に通うように
なりました。10月からの養成講座を受講
し、だるまに入会しました。

その養成講座に参加されていた地元の先

輩に誘われ、地元自治会や防災拠点運営委

員会にも参力0するようになりました。名古

屋では、民生委員や医療関係等の仕事と災

害ボランテアの活動をしていました。

毎月、神奈川区の商工会議所が主催して

いた「かながわ街歩き」に参加し、地域や歴

史を学びながら、いろいろな人たちと矢□り

合いの輔が広がりました。

あつという間の 13年余りでした。
肪 災塾・だるま」では主に「言炎義の会」の

チラシやカレンダーの作成等を担当してき

ました。

●「身を守るための情報共有」樋□誠さん

(会員番号 :091 横浜市緑区)
談義の会や養成講座で得た知見を、地元 (横

浜市緑区)で生かすべ <、 毎年「防災・減災

講座」を開催中。市民参加による「身を守る

ための情報共有」を目指し、奮闘中です。

● F大井町での地1或指導」 山田冨主男さん

(会員番号 :099 ネ申奈川県大井町)
入会以来、多岐にわたり

ご指導いたださま した、

更 に大井町 Fl」 民 と して

も、度長の来町と適確な

御指導をありがた <思い

出します。

本丼田防災まうゴくりの盆が誕生の経過

・2008年 2月 :荏本先生・神戸市松山順
三さん講師の防災講演会の開催

・2009年 3月 :上記講演会参加者をメン
バーとして、「大井町防災まちづ<りの会」

が誕生 10周年記念までの道のり
・ 2∞9年 5月 :荏本先生とだるま会員
に参加頂きバーベキュー大会を行い親睦
02010～2019年 :大井町社協主催の「ふ
れあい広場」と「大井町防災まちづ<りの

会」の総会を 4月に実施、先生とだるま会
員の参加で指導と懇親を深めました。

・2011年～2019年 :「大井町防災まち
づ<りの会」 10周年まで度々の講演
・2015年 2月～2018年 2月 1大丼町
立湘光中学校の 3年生を対象に、当会と町
防災安全室、社協、大丼町建築組合の協力

体市」で防災授業を実施

・2011年～2019年 :「大井町防災ま
ちづ<りの会」10周年まで度々先生の講演
会を実施

退任後も継続してご指導お願いします。

●「木造建物の耐震性調査に協力」

小林秀樟」さん

(会員番号 :127 神奈川県開成町)
足柄平野の在来木造住宅の耐震性研究に

協力させて頂きました。

研究は、足柄平野では 2011年度から
13年度まで続き、南足柄市・大井町・松田
町・開成町で合計 50棟について調査分析

-41-



をされました。開成町内は 7家屋の調査協
力を半年控卜かりで、荏本先生と学生たちに

は常時辛抱強く対応してもらいました。

結果は、調査報告「足柄平野の木造建物

の耐震性推演」についてJと題して 2014年
3月開成町民センターで荏本先生の報告、
また同日の別集会「第六回 月ヽ田原・足柄を

主題にした学生の卒業論文に学ぶ会」で報

告されましたが、報告会への関心の低さに

は課題を感じました。

●「荏本先生の地層構造のお話」

小嶋 洋さん
鯰 員番号 :129 神奈川県相模原市)
だるまの行事は仕事の都含でほぼ参加出

来ていませんが、「横浜市緑区白山見学会

&勉強会」での荏本先生の地層構造のお話

など、普段の防災主の活動ではとても得る

事が出来ない貴重な矢□見の取得の場になつ

ております。

●「地元で自主防災組織の実践」

稲垣博正さん

(会員番号 :132 横浜市旭区)
2014年 秋の「養成
講座」に初めて参力0し、

防災の大切 さ に 目覚

め、12月の「だるま忘

年会」に出席 し、その場 :

で会員登録 したのが
:

「だるま」と荏本先生

との関わりの始まりでした。

だるまで学んだ「知識と事例」を自分の

自治会に持ち帰り、自治会で防災勉強会を

主催し仲間を募り、自主防災組織をゼロか

ら立ち上げ、年 1回の全戸防災アンケート、

互近助安否確認の仕組み、毎年の防災訓練

と「だるまの教え」を地域で実践してきま

した。

この成果を重成講座で 2回発表し、その

縁で自治会の防災訓練が 丁∨取材され、区

の HPにも掲載されるまでになった事も
「だるま仲間の知恵」と「荏本先生の教え」

の賜物です。

「だるま」が地域の自主防防災活動の「実

践活動」の支えとして発展して行くことを

祈念し、今後とも先生の変わらぬ「だるま

愛」で我展をご指導いただきます様お願い

します。

●「パワフルな皆様とのもヽれあい !?」

早川雅子さん

(会員番号 :138 横浜市都筑区)
荏本先生のお人柄には

いつも和まされ見守つて

いただける存在です。今後

のご活躍を楽しみにして

います。

この記憲誌には、「だるま」に携われた 15
年間のパワフルな皆様方が紡がれたことが

結集 した事と闇います。今後さらなる皆様

のご活躍の書としていただければ幸いで

す。だるまの
L●L様に乾杯 !

●「自助に徹したい」  三浦孝悦さん
(会員番号 :145 横浜市緑区)
2013年より活動が盛んになっただるま
には池田さんの紹介で入会し、災害防止に

ついて幅広 <、 深<勉強させてもらいまし

たつは障害者手帳を持つ身となりました

が、万が一災害が発生しても、自助で生き

延びる為に「怪我無しはどうすればできる

のかJをもっともっと勉強しなければなら
ないと思っています。

■ ,

中国四川地震

場所

―

盛 災事の様相は人きく変わります£

-42-


